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恵
那
市
の
介
護
保
険
料
は
、
近
隣
市

町
村
に
比
べ
割
高
で
あ
る
。
各
市
町
村

の
保
険
料
額
を
調
査
し
、
市
民
に
理
解

を
求
め
ら
れ
た
い
。
な
お
全
国
平
均
は

４
０
９
０
円
で
あ
る
。

（
匿
名
）

　
　

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

６５
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
費
用
な
ど
を
基
に
、
３
年
ご

と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
本

紙
５
月
１
日
号
に
掲
載
）

　

恵
那
市
の
月
額
平
均
は
３
４
３
８
円

で
す
。
県
下
の
平
均
は
３
８
１
９
円

で
、
近
隣
で
は
、
多
治
見
市
３
９
３
８

円
、
土
岐
市
３
５
６
９
円
、
瑞
浪
市
３

１
１
６
円
、
中
津
川
市
３
７
５
５
円

（
一
部
３
３
０
０
円
、
３
０
０
０
円
）
で

あ
り
、
比
較
す
る
と
恵
那
市
は
割
安
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
）

　

現
在
、
祝
日
の
場
合
は
収
集
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ご
み
は
日
常
生
活
で
平

日
・
休
日
関
係
な
く
出
ま
す
。
以
前
住

ん
で
い
た
名
古
屋
市
で
は
、
収
集
日
が

祝
日
で
あ
っ
て
も
き
ち
ん
と
収
集
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ご
み
袋
を
置
い
て
お
く

こ
と
は
、
カ
ラ
ス
の
標
的
に
も
な
り
、

ご
み
の
散
乱
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
平
日
・
休
日
に
関
係
な
く

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
所
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
ご
み
は
住
民
生
活
に
直

結
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
衛
生
上
の

視
点
か
ら
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
高
木
さ
ん
・
岩
村
町
）

　

　

ご
み
収
集
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成　

年
度
か
ら
恵
那
市

１８

全
域
週
２
回
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
祝
日
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

は
、
費
用
対
効
果
も
大
事
な
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。
収
集
運
搬
だ
け
で
な

く
、
処
理
施
設
の
稼
働
も
必
要
で
あ

り
、
全
施
設
の
全
職
員
体
制
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
建
設
時
の
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
約
束
（
土
日
の
稼
働
は
で
き

な
い
）
も
あ
り
、
早
急
な
実
施
は
難
し

い
状
況
で
す
。

　

カ
ラ
ス
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

収
集
日
に
排
出
し
て
い
た
だ
き
、
被
害

を
少
な
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
環
境
課
で
は
、
カ
ラ
ス

ネ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
環
境
課
）

　

他
市
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し

が
あ
る
の
で
す
が
、
恵
那
市
は
ど
う
で

す
か
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に

も
孫
の
世
話
を
す
る
上
で
、
貸
し
出
し

が
あ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成　

年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

１８

　

恵
那
市
で
は
、
防
災
対
策

課
、
岩
村
・
山
岡
・
明
智
・
串

原
・
上
矢
作
振
興
事
務
所
で
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
貸
し
出
し
者
は
、「
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
て
、
市
税
の
滞
納
が
な
い

市
民
の
方
」
と
し
て
い
ま
す
。
使
用
料

は
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
壊
れ
た
場

合
は
修
繕
し
て
返
却
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ

は
、
広
報
え
な
で
年
１
回
行
っ
て
い
ま

す
。

（
防
災
対
策
課
）

　

先
日
、
京
都
の
市
バ
ス
の
一
部
に
て

ん
ぷ
ら
油
（
廃
油
）
で
動
く
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
バ
ス
が
使
用
さ
れ
始
め

た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

恵
那
市
で
は
、
集
め
ら
れ
た
廃
油
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

（
市
川
さ
ん
・
大
井
町
）

　

食
用
廃
油
（
て
ん
ぷ
ら
油
）

の
回
収
は
、
８
月
か
ら
市
内
全

域
に
広
げ
て
毎
月
１
回
、
実
施
し
ま
す

（
本
紙
７
月　

日
号
で
詳
細
を
お
知
ら

１５

せ
し
て
い
ま
す
）。 

　

市
で
回
収
し
た
食
用
廃
油
は
、
市
内

団
体
で
試
験
的
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

将
来
的
に
は
、
京
都
市
と
同
様
に
一

部
の
公
用
車
に
使
用
す
る
な
ど
し
て
、

食
用
廃
油
の
回
収
と
再
利
用
を
進
め
、

資
源
の
有
効
活
用
と
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
削
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
環
境
課
）

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て

休
日
や
祝
日
も
可
燃
ご
み

の
収
集
を

廃
油
は
ど
こ
へ
？
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恵
那
市
と
恵
南
町
村
が
合
併
し
て
、

新
た
に
恵
那
市
と
な
っ
た
が
、
同
時
に

大
勢
の
恵
那
市
職
員
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
職
員
が
市
民
の
た
め
に
適
切
な
業
務

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の

職
員
が
働
く
場
を
考
え
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

例
え
ば
、
証
明
書
発
行
窓
口
で
は
、

５
時
締
め
切
り
で
は
な
く
て
、
７
時
ま

で
交
代
で
勤
め
て
代
休
を
活
用
す
る
と

か
、
公
民
館
・
図
書
館
・
体
育
館
は
交

代
勤
務
な
ど
で
常
時
市
民
に
開
放
す
る

と
か
、
登
下
校
時
の
学
童
の
安
全
確
保

と
か
、
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
自
習

が
な
く
な
る
よ
う
、
学
校
と
連
携
し
て

授
業
の
確
保
を
す
る
な
ど
、
市
民
の
た

め
の
業
務
に
職
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
合
併
し
て
職
員
が
増
え
た
こ
と

で
、
良
か
っ
た
と
思
え
る
市
政
に
し
て

ほ
し
い
。

（
堀
川
さ
ん
・
大
井
町
）

　

恵
那
市
で
は
、
平
成　

年
度

１７

に
組
織
・
予
算
・
職
員
の
節
約

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
経
営
指
標
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
改
善
や
、
地
域
の

多
様
な
主
体
と
協
働
し
て
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
仕
組
み
を
つ
く
る
必
要
か

ら
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１８

２２

で
の
行
財
政
改
革
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
中
で
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
、

６
月
に
職
員
に
よ
る
職
場
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
市
民

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
向
上
の

た
め
の
事
業
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
時
間
の
拡
大
や
、
施
設
利
用
方
法
の

検
討
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
職
員
数
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
適
正
な
職
員
配
置
を
し
て
い
ま
す

が
、
平
成　

年
度
に
定
員
適
正
化
計
画

１７

を
策
定
し
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
職
員

数
の
適
正
化
と
併
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
）

　

市
民
の
た
め
の
業
務
を

わたしだけの抹茶茶わん
春日井 里菜 さん
　　（山岡中学校１年）

　小学生のときは湯のみ茶
わんを作りました。今回は
もっと大きな抹茶茶わん。
しわが付かないように伸ば
しながら形取るのがとても
難しかった。１０月の焼き上
がりが今から楽しみです。

本物の火縄銃の重さ実感
大嶋 優也 君

　　（串原小学校６年生）
　火縄銃を持って思ったこ
とは、まず重いこと。それ
にけっこう長くて、かっこ
よかった。織田信長は本当
に頭がいいと思いました。
銃のちゃんとしたかまえ方
などすごいと思いました。

災害をみんなで備える
三浦 由理 さん
（山岡小学校６年）

　消防隊で消化訓練や、火
事や災害が起きたときに、
自分はどう動いたらいい
か、火事を起こさないため
に何に気をつけたらいいか
を勉強しました。家族にも
報告して一緒に考えたい。

座禅、写経などを体験
木戸口 龍一 君

　　（恵那北小学校６年生）
　長楽寺では、お経が難し
くて覚えにくく、座禅の足
がなかなかうまく組めませ
んでした。写経は、自分な
りにうまく書けました。全
部を書き上げてお母さんに
見せたいと思います。
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